
大学博物館における学際的専門知と公共社会との融
和に関する調査報告

言語: jpn

出版者: 

公開日: 2012-02-29

キーワード (Ja): 

キーワード (En): 

作成者: 五月女, 賢司

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

http://hdl.handle.net/10502/4572URL



大学博物館における学際的専門知と公共社会との融和に関する調査報告

五 月女 賢 司

国立民族学博物館

1.調 査 の 目的

国立民族学博物館、国文学研究資料館、国立歴史民俗博物館は、人間文化研究機構 を構成する大学

共同利用機関として、学術研究や展示 を行 う研究所である。この研究所としての博物館 ・資料館は、

これまで も研究資源を系統的に収集、管理、共有 し、それらにもとつ く学際的研究を行い、また展示

やワークショップといった公共空間へも直接的な展開を行ってきた。

人間文化研究機構が、学術的研究とともに今後より積極的に博物館 ・資料館機能を活用 した公共空

間への直接的展開を行 うためには、まず研究所 としての博物館 ・資料館の社会連携活動の目的 ・意義

を明確にすることが喫緊の課題 となる。そして、人間文化研究機構でなければできないことを系統立

てて整理 し、社会に発信 していく必要がある。

国立民族学博物館 をはじめとする博物館や資料館を有する人間文化研究機構 において創出された学

際的専門知の社会的活用の方法論を探るため、大学博物館における動向や展望に関する調査 を実施 し

た。

2.調 査の概要

以上の ような目的の もと、2度 にわた り、国内の国立大学 を拠点 とす る博物館 における調査を行 った。

◎調査対象と調査日

大学博物館における学際的専門知の社会化に関する動向や展望に関する調査対象 と調査日は以下の

とお りである。

*北 海道大学総合博物館(平 成20年10月29日)

*九 州大学総合研究博物館(平 成21年2月16日)

◎調査内容

各調査対象者に対 し、以下の内容についてヒアリング調査を実施 した。

*大 学博物館の社会における位置づけや理念

*法 人化後の大学博物館

*学 術知の社会化の手法

*学 内外との連携

*ボ ランティアの位置づけ

*ブ イー ドバ ックの方法
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3.調 査結 果

両大学博物館で共通 して言えることは、教員や館によって考え方に多少の違いはあるものの、自治

体の博物館 と違い、想定 している利用者層のひとつに学生を挙げていることがある。

大学図書館は主にその大学の学生が研究利用するために設置されている。それと同様に、大学博物

館 もまたその大学の学生 らの教育や研究で利用されるものであるということが、両大学博物館で意識

されていることであった。博物館の｢利 用者｣と いう言葉から連想 されるのは、おそらく博物館への

一般来館者であろう。しかし、社会構造の変化やデジタル化の進行 などにより博物館の利用のされ方

はかつてないほど幅広 くなってきている。ボランティアとして博物館 に関わることも｢利 用｣の ひと

つであるし、博物館のホームページでデータベース検索をし、情報を活用することもまた｢利 用｣の

ひとつである。同様に、学生が授業の一環で博物館を舞台に研究活動を行 うこともまた｢利 用｣の ひ

とつなのである。

一方、小中学生などの児童生徒のための展示 ・教育活動は、研究者の卵の発掘や大学博物館の社会

貢献の一環 とみることができる。また、一般市民へのアプローチは大学博物館の研究成果の社会的説

明責任の一環ともみることができる。これら児童生徒や一般市民へのアプローチは、大学博物館が社

会に対 してその存在意義を示すために欠かせないものであり、彼 らはもうひとつの大学博物館の利用

者 として位置づけられる。

各大学博物館の教員 らへの ヒアリングの内容から、その具体的な利用方法やその背景 となる大学博

物館の理念や社会的位置づけなどを探ってみた。

ヒアリング対象者は、北海道大学総合博物館教員の湯浅万紀子准教授 と小俣友輝助教、九州大学総

合研究博物館の三島美佐子助教である。(以下、敬称略)

◎大学博物館の社会における位置づけや理念

両大学博物館 とも、標本資料を保存 し、研究、活用するということに重点が置かれている。あくま

で研究博物館であるため、研究の大切さを学生や市民に伝える使命が大学博物館にはあるという気概

を感 じた。館によって地理的条件や館内のコンセンサスなどに大 きな違いがあるが、資料と研究が第

一であるという共通項は見出すことがで きた。

*北 海道大学総合博物館へのヒアリング

湯浅:地 域によっ、て地域社会からの期待はかなり違うという前提はあると思います。北大につい

て言えば、地域の方たちから札幌には数少ない自然史博物館 としての期待 を受けてはいます。そ

れを意識しなが らも、やはり大学博物館とほかの博物館の違いについて分かっていただ きたいの

で、私は展示解説のイン トロで毎回これについてお伝えしています。その上でいろいろな学びを

していただければと思いますし、学びというように堅苦 しくな くても、まず博物館は面白そうと

思って くださるだけで もよいです。そこから自分の関心を見つけてくださればよいと思っていま

す。

今までは展示の回数を増や して認知度を上げてきたと言えるかもしれません。市民セミナーな

どのアクティビティも盛んに実施しておりますが、当館の第一のミッションである標本の保存と

研究の重要性、標本 を保存 し研究 していくことが博物館活動のベースにあり、それがあってこそ

の展示やセミナーだということを利用者にわかっていただきたいという思いが当館の教員全員に

あ ります。展示に限らず、イベ ントやワークショップに学生を関わらせる場合も同様で、関わっ
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て楽 しかった、で終わらせるのではなく、博物館のミッションのもとにその活動をしているとい

う意識がないといけない。イベントやワークショップを学園祭気分で｢あ あ楽しかった｣で 終わ

らせるのではなく、大学博物館の活動の一環として実施 してその目的が達成されたかを評価する

ことが重要だと考えています。

小俣:博 物館は何をする場所なのかと考えると、大学の中にあるが大学の ものを外に伝えた り外

から入ってきた情報 を内部に広げた り、という事をする窓口的な役割をする、というのは皆さん

共通の概念だと思います。そこで何 をしていくかというと、取 り込むべき人は大学外の人、市民

だったり……。多分、いちばん接点となっていちばんフローが激 しいのは市民というか、地域に

住んでいる人ということになります。

ここはすごくアクセスが良いんですよね、駅から近 くて。ポプラ並木がす ぐそこにあって。そ

ういう意味で何かがあるから来るということではな くて、もうそこにあるか ら行 く、という感 じ

のスポットになっていると思います。それで入館者も多 くて嬉 しい限 りです。これをしたから人

が来たっていうことよりも、来館 した数万の人がどういう感情をもっていったか、どういうお土

産を持っていったかということが大切だと思います。

一方、学生があまり来ないという悩みがあって。それをどうしようかというのがここ数年の課

題になっています。

*九 州大学総合研究博物館へのヒアリング

三島:九 大の場合特に資料が学内に散在 してお り、移転 も控えていますから、標本資料を一元収

集する、それを活用できるようにする、というのが一番のミッションと捉えています。私個人は

大学に博物館がある一番の意義は学内教育、人材育成 というところに至 りました。

国立大学法人の博物館 として果たす役割ですが、各館がカラーを出して、普通の博物館ができ

ないような事 をやる必要があると思います。公立などの博物館では、来館者が少ないか ら潰せ、

という話がでてきます。大学博物館は、高等教育機関の教育施設という位置づけがあるので、来

館者数だけで評価 しえない。逆に、大学博物館で、入館者数だけではかられるものでない博物館

機能の部分が明確に示 されるようになれば、それが公立などの博物館に対する正当な評価につな

がるようになると思います。大学博物館の重要な役割のひとつでしょう。 もう1つ は研究する場

ということで、各分野ごとの専門研究は普通 どこでもやっていますが、日本の中で博物館学的な

ことをきちんとやっているところは、歴史系はあるがあまり無い。だから教育普及的な面などを

きちんと教えられるし自分達でもで きるという教員がいる部局になればいいと思います。そうい

う意味で東大の博物館は展示の専門家がいる、北大は博物館に博物館学の専門家がいるし、科学

コミュニケーター養成講座 というところで、アウトリーチ手法やそういう人材育成をやっている

と思います。九大はまだその辺 りの館内のコンセンサスが得られていない。ちゃんと博物館学的

なところや教育普及的なところも担えるような大学博物館にしたいと個人的には思っています。

博物館教育はかなり不安定なポス ト。外国で勉強 してきても、日本に安定したポス トが無いの

で続いていかない。結局、個人事業主になった り業者に入った りで、せっか く学んだことが日本

に学 として根付かない。そういう経験を持った人たちの知識や経験を集約 しそ、日本に合わせて

体系づけをやってい く必要があると思います。シンポジウムで一時的に集まるのではな く、1年

2年 の時間を取って。本当は国立科学博物館 とかが博物館学、博物館教育学の教育コースをもっ

てい くれればと思います。あとは、国立民族学博物館 とか。
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◎法人化後の大学博物館

大学博物館は社会に向けて研究のプロセスや研究成果を発信 している。また社会が大学博物館に関

わってもらうための大学博物館側の取 り組み も活発になってきているという印象を受けた。法人化後

のあるべ き大学博物館の姿 として、学生の人材育成こそが何よりの社会貢献だという考え方 も一方で

存在することは大変興味深い。

*北 海道大学総合博物館へのヒアリング

湯浅:こ の博物館の学術標本は社会の財産です。だからこそ、いかに保存 して研究して次世代に

残 していくかを絶えず考えています。また、研究の成果やプロセスを社会に公開する施設 として

の博物館になった以上、社会的説明責任 としての博物館教育 というものを考えていかなければな

らない。、科学技術 コミュニケーター養成やサイエンスカフェの開催などの近年の様々な動 きはす

べてそのような方向に向いていると思います。展示を含めた教育活動、そういった博物館の活動

自体が市民に対する説明責任を果たしているということもできます。

小俣:印 象 としてあるのは、僕が働き始めた大学の空気 というのはとても自由だった、という印

象があ ります。けっこう、国の機関なので縛 られて縛られて、って思っていたんですけど。そう

ではな く割 と幅があったなという印象です。他大学 との連携を例に出すと、北海道情報大学にあ

る装置を使って実習をしよう、そういったエクスチェンジをしたことがあ ります。、その際にも大

学という組織に縛 られることなく、す ぐしようという話になりました。もうす こし大きな話にな

ると分かるんですけどね。その際にも大学の違いとか制度の問題は出ていないと思います、僕の

周 りでは。

*九 州大学総合研究博物館へのヒアリング

三島:法 人化以後、大学全体が社会に向けて貢献 をしようという雰囲気になっています。そんな

中で、私は教育イベントを通 して一般の方向けに出していくのは必要だと思っていましたし、館

外で行なう展示や公開講演会はその一環です。でもまだうちの博物館は知名度がないし、むしろ

最初に戻 りますが大学の地域貢献は人材育成や技術移転に他ならない、と思うようになりました。

学生教育で学生を輩出しているので、それ以上の社会貢献はない くらいだと思うようになりまし

た。ただ一般的な博物館の機能も期待 されるので、それに習ったかたちでインターフェイスにな

ってほしい。

◎学術知の社会化の手法

両大学博物館 とも、館の教育的使命のもとに、一般市民、博物館来館者、研究者志望の人を含む学

生、博物館学芸員、ボランティア、ウェブのエンドユーザーなど様々な利用者に対 して様々な取 り組

みをしている。一方的な教育だけではなく、双方向コミュニケーションを行う場や利用者の感性を引

き出すような活動を行える場 としての大学博物館 というものを強く意識 し、利用者 とともに博物館を

作っている。展示室 という場を実験工房にして、試行錯誤をしながらよりよいものを作 り上げるのが

大学博物館の大きな役割のひとつであると考える。試行錯誤の過程に学生や研究者、外部の研究者や

学芸員、一般市民などにも参加 してもらうこと、また試行錯誤の末に完成 したものを展示室 という場

や学会 という場で発表 した り、試行錯誤の過程に参加 した人たちに他館でも実践 した りしてもらうこ

と、これこそが大学博物館の期待されている先導的役割なのではないかとヒアリングを終えて感 じた。
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*北 海道大学総合博物館へのヒアリング

湯浅:来 館者への展示解説では、目の前の展示物 をただ解説するのではなく、それが展示される

までのプロセスや、学術標本を保存 し研究 して次世代に残 してい くことの意味をお伝えするよう

にしたり、また北大には学術標本は約400万 点あ りますので、皆様が展示室で目にされる標本は

そのごく一部にしかす ぎないということをお伝 えしています。この建物の構造上、来館者は一部

の収蔵庫の前 も通 りますので、こういうところに標本を保存 しています とご説明 します。また、

博物館の研究現場の一部をお見せするミュージアム ・ラボでは、博物館の研究に想いを馳せてい

ただいたり、博物館には標本整理などお手伝い下さっているボランティアも大勢いらっしゃるこ

ともお伝えしています。

リカレント教育の可能性 としては、既に実施しているパラタクソノミス ト養成講座があります。

準自然分類学者を養成する講座で、様々な分野で初級 ・中級 ・上級 とレベル別に実施しています。

小学生や中高生、大学生、市民、専門レベルの高い方達、現職の学芸員も参加 されることもあ り

ますので、そういう意味でこれはリカレント教育の役割を担える取 り組みです。

(博物館の研究成果をボランティアを通 じて社会還元するプロセスの留意点としては、)ボ ラン

ティア登録の時点で、私が大学博物館の ミッションと、ボランティアの位置づけを説明 していま

す。それか ら、標本整理や展示解説など各分野担当の教員が指導します。研究室に近い部屋で活

動することで教員のホットな研究を知るということもグループ内ではあると思います。他に、年

に2回 、ボランティア講座と交流会を行っています。毎回、博物館に関連 した1つ の トピックに

限って、私や他の教員が講義や演習を行っています。ボランティアには博物館活動の一部を担っ

ていただ くだけでなく、セミナー、ワークショップ、イベントなどの情報も頻繁にお伝えしてい

ます し、展覧会のプレビューへのお誘いもしております。

学生教育についていえば、やはり教育は時間がかかるものであり、短期で成果を出せるもので

はないと思います。ですから長い目で見ていろいろなことができる教育を、大学だからこそ、大

学博物館だからこそ行っていければと、個人的に強く思っています。例えば博物館のプロジェク

ト運営に学生を関わらせる場合にも、こちらが企画立案 して学生に一部を担わせれば、 とても簡

単で効率的に短期に成果を出せるかもしれません。でも、敢えてそうせずに、学生達が企画立案

からプロジェク トの運営 と評価まですべて担当で きるように導いてい くというのは、こちらが待

って待って待って……何度もや り直 しをさせて、でも待った分、学生達は本当に成長していきま

すので、それを見守 り導いていくことが大学博物館としての教育ではないかと思います。

小俣:短 いスパ ンで考えると、ウェブを通 じて情報を発信する、マルチメディアを使って展示 を

分か りやす くする、 という事に関しては、短期的にプロジェク トを立ち上げたり外部資金を取っ

たりして、それを華やかに充実 させていこうと取 り組んでいるのと、常に考えていることです。
デ も

それ以外 に も、人が集まる場所 なのでその人 をうま くコン トロール して何か を作 ってい こっ、特

に大学 なので｢知｣に まつ わるような事 を交換 してい く。 こち らが出て行 くことが多 い と思い ま

すが、彼 らと共有 しようとい う動 きがあって。チ ェンバロを任せ られていますが、チ ェンバ ロに

関する動 きはその1つ です。重 きとしては集まって来 る人 と関わることが多 いので、 自然 に外 部

に開いていく、 そ ういった形 になってい るところは大 きい と思 います。(筆 者注:文 中の｢チ

ェンバ ロ｣と は、平成16年 の台風18号 で倒れた北海道大学 のポプラ並木のポプラを材料 に作 ら

れたチ ェンバロのこと。北海道大学総合博 物館 の交流 の場｢知 の交流｣コ ーナーや学外 において

博物館 ボランテ ィア らによる演 奏会を行 う。〉
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また、月1回 レギュラーで市民セ ミナーを してい ます。 もちろん 自由に入れ る場所 なので リピ

ーターは多いのですが、 そうい う意味で開かれた場所、交流がで きている場所 か と思 います。た

だそれは レクチ ャー とい うかた ちなので、先生 と市民 といういわゆる一車線ですけ ど、 もうす こ

し相互 的 というか、 ロボ ッ トコンテス トの ように学生が市民 を集めてそこで インタラクテ ィブな

ことをする、 とい う。僕 でいえば｢4Dシ ア ター｣と い うのがあ りますが、サ イエ ンスカフェの

ようなかたち宇宙の先生 の ところにいる学生が、 自分の研究 をただ レクチ ャーす るだけではな く

て、4Dシ アター を見 なが ら体験型の学習 をす る、 またそこにい るボ ランテ ィアが研究 テーマ を

語 りなが ら通訳す る(筆 者注:｢分 か りやす く説明する｣と い う意味)、 市民 に向けてメ ッセー

ジ を発信 してい くとい う、フ ァシリテー ターを用意 して市民 との交流 を深 めてい こうというプロ

グラム も進行 中です。(4Dシ アター とは、｢国 立天文台4次 元 デジタル宇宙 プロジェク ト｣に お

いて開発 された、天体や天体現象 を空間3次 元 と時間1次 元の4次 元で可視化す るためのソフ ト

ウェア｢Mitaka｣を 用いた、宇宙に関する教育 プログラムを運営す るためのシアター型展示室。)

*九 州大学総合研究博物館へ の ヒアリング

三島:芸 術工学研究院の グラ フィックスの先生が演習の中で博物館ポス ター を取 り上げて くだ さ

り、学生 さんが見学 しに来 ました。今年度は芸術工学研 究院の別の先生の演習 で、ユーザーサイ

エ ンス機構 のボス ドクの人の巡 回展 と大学博物館展示室の2つ を素材 にして、学生がそ こを発想

空 間 として捉 えた時 に、 どんな形が あるか をテーマに自分達でその空 間をデザイ ンす るような演

習 を しま した。た しか空間造形論 の演習で した。授業の流れ としては、一番最初 に先生が講義の

目的を話 し、一番最後 は模 型 を作 って完成、ポー トフ ォリオでデザ イ ンの解説を提 出 した ら単位

が 出ます。私は九大博物館の展示室 について、ボス ドクの人は巡回展 についての話 を学生 にする

のが1コ マ。次はグループ分け した学生が好 きなほ うを選 び、私 の方 に来た学生 は私が展示室の

説 明 をします。その後、 あの展示室 を使 ってあそ こを発想す る空間にす るにはどうした らいいか

を考 え、ひ とりひ と り短 いプレゼ ンをします。それが次の授業です。それ に対 して勉強す る。そ

の次か ら実際 に模型作 りです。学生 のアイデ アの中で、実現可能な もの もあ りました。そ こも問

題 はお金 になると思 いますが、学生 に とって も大学 に とって も良い。今あ る展示室 は一応常設展

示室 という名前 を付 けていますが、私 の捉 え方では実験展示室です。お金 もかけていない し見栄

えもしないか ら、む しろ トライ&エ ラーをす る展示室 とい う感 じです。移転後の展示室づ くりへ

の素 地になると思 っています。問題は専任教員で この館 にデザ イン系 の人がい ない ことです。例

えば展示学的 なところや空 間デザイ ンを自分の研 究テーマに している先生がいて、研究の一環で

やる という と、 また見栄 えや捉 え方 も変 わって くると思 うのですが、 どう して も素 人が 自分の技

術 を磨 くための トライ&エ ラー、 とい うような状 態です か ら、そ こが ち ょっと問題 です。

(利用者の主体的な学 びや創造活動 を促す ような博物館 の取 り組 み としては、)ワ ークシ ョップ

があ ります。去年か ら始 めたばか りなのでそんなに回数はや ってい ませ んが、芸術工学研究院の

先生 と一緒 にや ったイ ンクルーシブデザイ ンワークショップは、参加者 を学 内外で公募 し、一部

単位 の欲 しい実習履修者 もいて、障がいが ある方 も参加 して、そ この展示室でみんなで博物館 を

作 ろ うということをや りま した。 また3月 にはエ クス トリー ムユーザ ーと しての子 どもとい うこ

とで、や ります。その過程 や展示が子 ども達 に とって どうい うものなのか、子 ども達 に とって良

い表現 、子 ども達が考える問題点 は何 か、 というの を調べ てい くようなデー タ収集 もで きるよう

な場 にします。

見せ るの は研 究成果だ けで な く、研 究やっている人は こんな人、 とい うの もある と思 います。
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研究者のイメージはステレオタイプ。普通の人だけれど、探求することの面白さを突き詰めてや

っている人 ということを伝えられればいいなと思います。例えば毎年1回 おこなっている公開講

演会はこれまで一方向的なもので したが、今年は、かけあいや会場にマイクを向けるようなこと

をして、演者の魅力をひきだすような工夫をしたら、とても好評でした。

アウ トリーチといった時、博物館的には外部に対 して何かを見せる学習機会 と思 うのですが、

九大の農学部の先生が言うには、アウ トリーチは技術移転として捉えられている。大学博物館に

もある意味それが必要で、キュレーションや博物館教育、展示、教育普及などのスキルや理念 を

移転することが組織立ってできればと思います。

私は、博物館は時代 と共に変遷していくものだと思っています。最初は個人的な趣味の部屋の

ようなものからだんだん公開するようになって社会性を持って、その中で位置づけや専門性がた

くさん入ってきて今に至る。例えば10年 後20年 後の博物館は今 と違って きていると思います。

時代 とともに変わ りゆ くものという前提で、フレキシブルに取 り組んでいく必要がある。

◎学内外との連携

両大学博物館 ともに、特 に学内連携に重点が置かれているようであった。学内には様々な学部があ

るので、大学博物館を核にしてしっかりした連携ができればこれ以上ない学際的専門知が創出される。

総合大学にはそうした潜在的能力が備わっているのである。

*北 海道大学総合博物館へのヒアリング

湯浅:総 合博物館 としては学内の全ての学部や機関と協働 していきたいという思いがあ ります。

実際にご協力いただいてお り、海外の博物館 とも提携を結んでいます。

(北海道大学総合博物館は)い ままでも｢総 合｣博 物館 として活動 してきましたが、北大の歴

史やオホーツク文化、考古の展示物 もありますが、展示物は自然史系の標本が多いです。常勤9

名の教員(自 然史系 と情報教育系)で は、総合大学の総合博物館としてカバーすべき分野すべて

に対応で きませんので、60数 名の博物館資料部研究員にご協力いただいてお ります。文系の先

生 もいらっしゃいます。様々な分野の方々と更に連携を深めることに今後も努めたいと思います。

来年は、文学部 と一緒に企画展を開催する予定です。

新しい動 きとしては、今年度、北大の｢博 物館を舞台にした体験型全人教育の推進｣と いうプ

ロジェクトが、文科省の質の高い大学教育推進プログラム、教育GPに 採択 されました。今年度

からの3年 間です。学部教育を対象 とし、総合博物館を舞台にして、分類学や博物館コミュニケ

ーションに関連した授業や実習から成る教育システムを作っていきます。既存の授業に新たな授

業やプロジェクトを追加 して体系化 していきます。既に実施されている全学のカリキュラムの枠

にこのシステムが浸透 してい くのはかなり難しいと思いますが、全学的に応援 して くださると思

います。学生達はそれぞれ所属する学部の授業だけでも忙 しいので、博物館のこの教育システム

にいかに関心を持 ってもらい取 り組めるかがチャレンジだと思います。まだこれから始めるとこ

ろですので、今後の展開を見てご意見をいただければと思います。

他の学部や外の先生方からのサポー トとしては、既に資料部研究員がいらっしゃいますが、他

にも個人的に博物館に関心を持ってくださる方は少なからずいらっしゃいます。で も学内全教員

が、というところにはとてもなりません。とにかく関心 を持って くださる方々と実績 を積んで、

こういうことがで きるということを広 く分かっていただ くのが一番早いや り方なのかなと思いま

す。市民セミナーなどでも意識的に、文系などいろいろな学部の先生にご講演 をお願いしていま
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す。 ご講演 いただいて市民の方々からの反応 がダイ レク トに返 って きて楽 しかった とい うご感想

をいただいたこ ともあ ります。そ してまた ご一緒 に何かで きれば、 とい う思いはあ ります。

小俣:例 えば学 内に｢ボ ランテ ィア相談室｣と い うのがあ ります。特 に学部生に対 して用意 され

てい る部屋です。そ こに行 って何か ボランテ ィア活動 を探 す とい うことをす るための部屋です。

そ こにアクセス をして、お互いにボラ ンティア募集 の情報があればそこに流す、そ ういったこ と

を しま しょうとい う話 を一年位前 に した ことがあ ります。

チ ェ ンバ ロが らみでは、あの展示 をや ってい くにあたって僕 が元気 な時 はいいんです け ど、そ

うで はな くな った時にあれが捨 て置かれ ることは必至 なので、学 内で｢音 楽学｣と い う｢音 楽｣

の タイ トルのつ く授業 を持 っている先生方 にアクセス して、彼 らを引 き込 むことに よって展示 を

中心 に学内の部局 を結 び付 けてい くようなかた ちが とれた ら、 とい うことでや ってい ます。 それ

は一年前 ですが、文学部、法学部、工学部 の先生方 にアクセス をして彼 らにチェ ンバ ロとい う1

つの ターゲ ッ トを中心 に していろいろなア ドバ イス をいただいた り、それを持 ってい ってイベ ン

トに使 った り、 とい うことをしてい ます。音楽会 は特 に博物館 でやるボラ ンテ ィアの活動 です。

授業 で使 って もらって、今 の ピアノ、楽器 と昔の300年 前 の楽器 を比べ て どう違 うか、 とい うよ

うに学術 的に利用 して もらう、 とい う動 きですね。 これは展示 を使 った教育活動 とい うことにな

ると思います。 あ とは広報 的な意味で、洞爺湖サ ミットに集 まった人に レセプシ ョンで使われた

りとか。それでその学内 とのつなが りとい うの と、学外 とも少 しつ なが ってい ます。チ ェンバ ロ

は学生 も使 いたが るので、た まにそ うい うことが あって。工学部 の先生 は実は学生の オーケス ト

ラを持 ってい ます。 その オーケス トラは現代楽器 なんですけ ど。現代楽器 と古典楽器 をあわせて

コ ンサー トをしよう、 とい う動 きはあ り、 これ まで数 回行 っています。材料の先生 も、彼 は本業

があ るのでサ ブではあ りますが、あれに関 してどの くらいの湿気 ・温度であれば維持で きるのか、

という事 も興味ある ようですね。将来 的には｢楽 器｣と い うよ りは｢材 料｣と して使 って もらっ

た り、非破壊 の形だった らいいんです け ど。教材 として使 って もらった り、そ うい うこ とがで き

れば と思 ってい ます。

(研究 に しぼった形で他学部、地域 、な どと連携 した例 として は、)僕 は2年 前に内部 でデー タ

ベ ースを作 りま した。鉱物 ・考古学 ・植物学の3分 野をま とめた ものです。それでい うと、鉱物

の先生、考古学 の先生、植物 の先生の4人 で作 った となるので、ITの 人 とデー タベースの人 と

標本 の人ってい うコラボ レーシ ョンがで きた。 デー タ入力 もすべて学生 やアルバ イ トを雇って し

て もらって。 これ は公開 しています。それが1つ です。あ と、博物館 は資料が あって、その資料

をどう見せ るか とい うところで僕が ここにいるので、今 とってい る科研 に して も昆虫の先生 と2

人で、その昆虫の標 本 を使 ってデー タベース と展示 を充実 させ てい くとヒ・うプロジェク トを進行

中です。こ ういう風に小 さい ところで コラボ レーシ ョンしています。外 部では、い ま始 ま りか け

てい るのは建築の人 とやっています。歴史的建造物のデー タベ ースの インターフェイス と内部充

実 とい うこ とで。

*九 州大学総合研究博物館 への ヒア リング

三島:も ともとこの博物館 はいろい ろなところか ら都合 してポス トがで きている。それで2ポ ス

トが理学部の地球惑星科学科 か ら出されてい るので、その先生方が今で も協 力講座 を理学部内に

もっていて、直接学生 を持 って、博士課程 まで見 られ るようになっている。 この大学博物館の教

員 は基本 は学生 を持 てない組織 なのですが、 その先生方 はこう した協力講座 を持 ってい るので、

その学生 さんはかな り博物館 に近いです。
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博物館の教育普及やサイエンスコミュニケーションを自分が学ぶとしたらと思った時に、調べ

てみると、学内でひととおりの先生が揃 う。九大はそれだけ人材がいるので、うまくカリキュラ

ムをくんだり連携 していけば、九州の文化や博物館カルチャーの底上げができると思う。あと九

大は工学や農学など実益系が強いところなので、大学の持つ特色を活かす方向で、博物館産業や

照明、リサイクル可能な展示資材などを研究開発 してもらうように他の部局にお願いするのもあ

りだと思っています。

◎ボ ランテ ィアの位置 づけ

ボランテ ィア制度 は北海道大学総合博物館でのみ導入 され てお り、九州大学総合研究博物館 には存

在 しなか った。北海道大学総合博物館 では、博 物館 の使命や理念 を共有で きる相 手だ ということは大

切 な要素であ るとの ことである。その上で、研究者 とボラ ンティアの間の信頼関係 を築 くことには努

力 を惜 しまない姿勢 が感 じられた。学術知の社会化 の一端 を担 う人たち とい うことで、様 々な形で研

究者が ボランティア と交流 を図っていた。

*北 海道大学総合博物館への ヒアリング

湯浅:ボ ラ ンテ ィアは博物館の よき理解者であ り、職員 ではあ りませ んが限 りな く内に近い、博

物館 のため に協働 していただいてい るパー トナーだ と思っています。ボラ ンティアの方々 と一緒

に社会 に関わっている という位置づけですね。ボ ランテ ィアに登録 していただ くときは、 当館 に

は4つ め使命があ ることをお伝 え して理解 していただ き、その ような博物館 に貢献 したい と思 っ

ていただ くこ とを第一条件 としてい ます。標本 を大事 に扱 うことも大事 な条件です。ただ化石の

ク リーニ ングを してみたい、 とい う動機だけで はお断 りしています。

小俣:自 発 的 ・自立的 な活動 をして もいい と認 めてい るところ もあ ります。僕個人 と してはその

一面 が大 きい と思い ます。博物館の運営 の方 向に沿 ってほ しい、そ こが分 かっていれば どんな活

動 を して もいい、 とい うところが あ ります。僕 として は活動 を業績化 して もらい、 ここにいた こ

とを将来の ものに してほ しい とい う風 に考えています。教 育 をして学位 を与 えるような感 じだ と

思い ます。'

僕 はITボ ランテ ィア と、チェ ンバ ロボ ランテ ィア と4Dシ ア ターのボ ランテ ィアの3つ 分 野

を担当 してい ます。博物館 でやるイベ ン トに対 して企画 ・運営をす る とい う形 で関わって もらっ

てい ます。ITボ ラの場合 ち ょっ と違 って、何か仕事が来 た場合 にプ ログラミ ングを手伝 って も

らった りとい う感 じでお願い してい ます。

(ボ ランテ ィアが偏 った知識や偏見 を博物館利 用者 に伝 えるの を防 ぐため に、)ボ ラ ンティアの

中でスーパーボランテ ィアとい う人 を置いて、彼の正 しい知識 を伝 えて もらうように しています。

(研究員 とボ ランテ ィア との関係 としては、)研 究者 は必ずボ ランテ ィアの顔 を見 てパ ーソナ リ

テ ィをチェ ック しない とやって もらう気 にな らないので、それ は近 しい関係であ ると思い ます。

お願 いす るの もい ろいろ状況があ ると思 うので無理強いはせず。お願 いす る感 じです。

*九 州大学総合研究博物館へ のヒアリング

三 島:(筆 者注:九 州大学総合研究博 物館 には、ボランテ ィア制度 は導入 されてい ない。)九 大 に

はNPOの 現場か らたた き上 げで きた ような先生がい ます。 その先生の現実 的な話 を聞いて分 か

った ことが あ ります。指定管理者制度 とボ ランテ ィアの問題は密 に関係 していて、 ボランテ ィア

側 に立って現場でや って こられた方 にとっては、今の指定管理者制度の もとでの ボランテ ィアの

と らえ方が本 来の もので はない という声があ ります。九大の博物館で も、ボ ランティアを導入 し
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たい とい う動 きはあ りますが、 まず は教員 自身が ボランティア(ま た はボ ランティアリー ダー)

講習 を受 けて、｢ボ ランティアリテラシー｣を 高める必 要がある と私 は思ってい ます。他 の公立

などの博物館 や大学博物館 のボラ ンティア制 を拝見 して きていますが、実は とて も奥が深い もの

だ と考 えてい ます。

◎ フ ィー ドバ ックの方法

両大学博物館 とも、所属研究者が面接調査やサ イエ ンス カフェ、ワークシ ョップなど様 々な手法 を

用 いて調査 を している。それ らの声 を直接 的、 間接的に博物館運営に反映 させ ようと していた。調査

をするか しないか とい うことよりも、聞 こうとす る意識が あるか ないかの方が重要であるこ とが実感

された。

*北 海道大学総合博 物館へ のヒアリング

湯浅 二博 物館 と して は質問紙 調査 を実施 してい ます。私が2年 前 にこち らにまい りま してか ら、

来館者調査 を研究 プロジ ェク トとして実施 しようと教職員数名でチーム を組 んで体系 的に実施 し

ている ところです。 また、展示解説 した方々に感想 を伺 った り、折 にふれ展示室で来館者 の反応

を観察 した り、感想 を伺 って もいます。他に、展示室の リニューアル時には、 トラ ッキ ングや面

接調査、モニ ター調査 も実施 しています。私個 人の研 究では、博物館 における市民や学生の広 い

意味での学 びが長期的 にどの ように現れ るか とい う調査 を実施 してい ます。数年、数十年 とい う

スパ ンで どんなイ ンパ ク トを受 けたか について、主 として面接調査 を実施 しています。来館 直後

の質問紙調査では把握で きない ことが検証で きれば と思い ます。

小俣:サ イエ ンスカフェにおける住民 との対話 ・コ ミュニケーシ ョンの中で、研 究者側 も｢あ あ

この言葉通 じなか ったんだ｣と い う発見 はあるようですね。4Dシ ア ターでい うと、院生 とファ

シ リテー ターが話す機会 が あ りますが、普通 に会話 を してい るようで専門用語 を使 って しまう。

それで何 の ことだか分か らない、で もそのま まうん うんって言 っている と、 あ とで｢そ れ何?｣

とい う風 に。 こっちで分 か り合 って も分 か らない、 とい うことがあ ります。そ うい うところで コ

ミュニケーシ ョンが生 まれて、研究者 も気づ きが生 まれる、 とい うことはよ くあ ります ね。その

気 づかせ る 目的で もサイエ ンス カフェ をやっている こともあると思 うので6

逆 に市民側が何 か を得 たこ とで生活が潤 った り、何 かに生か した り、 もしか した らそれが少 し

ずつ広 がって社会全体 が変 わってい くこともあ りえ ます。 ただ、その情報収集が難 しい というの

は誰 もが思 うことだと思います。発信 しました、受け取 りま した、そ こまで は良いです が、'受け

取って何 か持 って帰 ったか とい うとそ こは評価 しづ らいです よね。す ごく凝 った ことをしようと

す ると科博の ようにIDを 発行 して カー ドを配 って、家 に帰 ってか ら展示物で見 た ものをチェ ッ

クしてそれが どうだ ったか とい う感想 とか レポー トを送って もらって……。 その ようにする と確

かに根付 いてるとい うことが いえると思い ますが、そ こまではまだ手がまわって な くて。で も楽

しか ったな とい うの は残 ります よね。それでまた来て くれた ら、何回か足 を運 んで もらって。企

画展示 も入 れ替 えを しているので、そ こで またいろいろな知識 を深めていって。 たまにズバ ッと

くる ものがあれば研究者の道 に進 むこともあるか もしれない。,

*九 州大学総合研究博物館 への ヒア リング

三島:少 年科学文化会館 で行 う公 開展示でア ンケー トをとっています。学 内経費 を とって、 もう

少 し博 物館学 的な視点か ら調べ てい うこうとや り始めた ところです。今年度 は、登録 して くださ

っている、子 どもや大人の一 般の方 々を対象に、大掛か りなア ンケー ト調査 をしま した。
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展示室 でやったインクルーシブデザイ ンのワークシ ヨップでは、一番最初 にチー ム分け してア

イスブ レイク。その後展 示室 を見て問題 点 をポス トイ ッ トに挙 げてい く。そ こが ブレインス トー

ミングです。 あ とはみ んなで持 ち寄 って、イメージカー ドをい うの を使 って、現状 はこうだ、そ

の後 どう したい、 というの を3点 くらい挙 げ ます。そ して皆の中でこう したい、 というの を共有

す る。その先 に どうすれ ばいいか話 し合 って、チー ムに1人 いるデザ イン系 の学生が最終的に絵

にす る。それが もう少 し進む と多分模型 になる と思 います。子 どもの場合 も基本 は同 じです。 こ

の展示室の問題ははっ きりしているので、む しろ気がつか ない問題 のほうが問題。 それ をい ろい

ろな視点で出 して もらえる。想 定外 の もの はそんなに無 かったです。 いまはその問題点 をエ クセ

ルに入力 して、何 が問題 かをグループ分 け して解析 しな くてはと思 っています。良い ところはあ

えて出てこない し、博物館の ほうに反映 されているはず。 そ うい うワークシ ョップの手順 などを

フローに して誰で もそれがで きるように解析 までのメゾ ッ ドをまとめるのが大学博物館 の役割 だ

と思っています。

4.考 察

◎大学博物館の姿

それぞれの大学博物館は、その置かれた立場や地域の状況によって、あるべ き姿 というものがかな

り変わってくる。北海道大学総合博物館 と九州大学総合研究博物館 とでは、同じ大学博物館でも立場

や状況が大 きく異なる。しか し、大前提 として大学博物館には研究博物館 として標本資料を一元的に

管理 ・保存 し、・研究、活用するということの使命があることになんら変わりはない。

北海道大学総合博物館は、観光客や気軽に立ち寄る来館者の割合が非常に高い。一方、九州大学総

合研究博物館は郊外 にあるので、特別な行事の時などに、そこに行こうと目指して くる来館者がほと

んどである。このように来館者の層も違うし、地域によってその役割も違 う。九州大学総合研究博物

館は研究博物館 として学生も対象だと主張できる部分があるし、ヒァリングをした研究者からも学生

対象プログラムの充実化の意思が伝わってきた。 しかし、北海道大学総合博物館では学生が対象であ

るのも当然のことながら、札幌市民や観光客 も対象 として博物館学の実践的研究をしていかねばなら

ない。札幌市内に自然史博物館が、札幌市活動センターと植物園と北海道大学総合博物館の3ヶ 所 し

かないので、札幌市民や観光客に対 して果たすべ き役割というものがあるからである。

このように、利用者主体の博物館 としての視点で考えた場合において、標本資料を活用する対象者

は明確化される必要があるし、大学博物館の理念に基づいたメッセージの発信方法と社会の要請に応

じた標本資料の活用方法を探ることは大切である。 しか し、標本資料を後世に残すために活用頻度は

限定されなければならない という保存上の課題も一方である。このように、ヒトが主役か、モノが主

役かという一見二極論化された議論は、両極の二論のみをモデル化 して論 じることで互いの対比 をは

っきりさせ論点を分かりやす くするという利点はある。 しか し、収集 ・保存、調査 ・研究、展示 ・教

育 という一連の活動が一体化された研究博物館 という枠組みの中では、このような議論はあまり意味

をなさない。む しろ両者が共に主役であり、この両者が存在するからこそ、博物館 という知的装置に

おいて両者が出会った時に新たな知が生み出されるのだとする考え方の方が大切であるということを、

大学博物館での2度 の調査は教えて くれた。
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◎今後の人間文化研究機構のあり方

大学博物館に関する動向や展望の調査は、国立民族学博物館をはじめとする博物館や資料館 を有す

る人間文化研究機構 において創出された学際的専門知の社会的活用の方法論 を考える上でも、非常に

参考になる。

研究博物館 としての大学博物館同様、人間文化研究機構 を構成する博物館 ・資料館 も、大学共同利

用機関として、所属研究者が機構内外の研究者や博物館学芸員や学生 らと共同利用 という形で展示室

を実験工房化 し、試行錯誤をしながら実践的研究を行い、よりよい展示やワークショップなど公共空

間への働きかけの方法論を作 り上げるという役割を担 う必要がある。試行錯誤の初期の段階から、共

同利用をする研究者や学生らだけでなく、ボランティアや小中学生などの一般市民の参画によりフィ

ー ドバ ックをもらうこと、また試行錯誤の末に完成 したものを展示室 という場や学会 という場で発表

すること、また共同利用をする研究者 らが全国の博物館等施設でそれぞれの地域の文脈に即 した実践

を行い、さらなる改良を加え洗練させていくこと、これこそが大学共同利用機関としての人間文化研

究機構 に期待されている先導的役割なのではなかろうか。

以上のように、人間文化研究機構が博物館や資料館 を有することによる、学際的研究のさらなる推

進や、社会における学際的研究の理解促進、これらがなされることによる学術的意義は極めて大きい。

来館者数や入館料収入の増減に惑わされることなく、共同利用による学際的専門知の社会的活用の方

法論 を探ることにより、博物館 ・資料館活動の内容のさらなる充実化が図られ、研究者の研究活動 と

市民の社会活動が推進される。 このような研究博物館としての人間文化研究機構 を構成 する博物館 ・

資料館の存在意義を再認識することが、今あらためて求められているのである。
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